
第 4 回分科会では、ダイバーシティの推進について講演を通して学
んだ後、これまでの分科会で考えた、将来の気仙沼市に「増えてほ
しいもの」「減ってほしいもの」「変わらないでほしいもの」をもとに、
グループごとにビジョン文案を考えました。

令和6年 1月13日（土）13:30～16:30
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1. 開会
2. 市長挨拶
3. 講演
　 - 誰もが自分らしく活躍できる
　　社会をつくる

4. 分科会振り返り
　 ワークショップの進め方
　 の説明
5. ワークショップ
　 - 20年後のありたい気仙沼の
　　姿を描く②
　 - 新春スペシャル

6. 閉会

プログラム

1. ダイバーシティ＆インクルージョンとは

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 執行役員 / 主席研究員 / 政策研究事業本部 東京本部 副本部長 /
女性活躍推進・ダイバーシティマネジメント戦略室 室長 矢島洋子氏

講演「誰もが自分らしく活躍できる社会をつくる」

講師

　ダイバーシティのテーマのひとつに、女性活躍があります。そ
れに加え、高齢者・障がい者・外国人雇用、LGBTQ+ といった、
これまでもずっと存在していたけれど職場環境の改善ができて
いなかった問題が近年注目を集めています。ダイバーシティを推
進するうえで大事なのは、多様な人材を受け入れられる組織にな
ることです。既存の組織に手を加えず、マイノリティの方を受け
入れるための部署を新設することが「ダイバーシティを推進して
いる」ことだと勘違いしている企業が少なくありません。今の自
分たちの組織に課題があることに気づき、変わることがダイバー
シティの推進につながります。

ワーク・ライフ・バランス
　以前は「女性」の仕事と子育ての両立のみが取り上げられてい
ましたが、共働きがスタンダードである現代では、男性と女性の

両方が仕事と子育てを両立できる環境づくりが必要です。また、
10 年ほど前から介護や治療との両立も取り上げられています。介
護や治療が必要になった際に、働き方の選択肢を与えるだけでな
く、「仕事を辞めないでくださいね」というメッセージを明確に伝
えることも重要です。例えば、がん治療を受けることになった場合、
治療計画を立て、それに合う働き方を一緒に考えていくといった
ことが大切になってきます。
　地域活動や心身の健康、自己啓発・副業等との両立も大切で
す。限られた時間や環境で働く中で、ひとつの企業内で得られる
ことは限られます。職場以外での活動が、結果的に生産性やスキ
ル向上にもつながり、金銭的な余裕を生むことができます。

働き方改革
　働き方改革には、「脱長時間労働」と「柔軟な働き方」の 2 つ
の改革が必要です。脱長時間労働には、残業時間を減らすだけ
ではなく、短時間勤務や裁量労働制、テレワークなどの柔軟な



働き方を取り入れることが必要になってきます。一方で、コロナ
禍前に日本では「働き方改革関連法」が制定され、画一的な働
き方にシフトして時間管理を徹底する企業が多く生まれ、むしろ
テレワークや裁量労働制等の柔軟な働き方には消極的になって
しまいました。このような背景から、コロナが落ち着いてテレワー
クをやめる企業も多いです。しかし、テレワークは柔軟な働き方
として重要なものなので導入を進めてもらいたいです。
　働き方に対する意識改革の鍵となるのが「マネジメント変革」
です。会社の中で制度をつくるだけでなく、管理職の意識が変わ
ることがとても大事です。

　対象者のカテゴリーを区切って取り組んでいる企業（タイプ
B,C）では、女性のカテゴリーを対象にしていることが多いです。
次いで、障がい者、高齢社員となっています。

従来の日本企業と先進的ダイバーシティ企業の違い

2. ダイバーシティ推進の捉え方と取り組み

　ダイバーシティの推進に取り組んでいる企業に関する調査を
2017年と2022年に行ったので、ご紹介します。

　従来の日本企業のアプローチは、マイノリティの方に対して支
援はするが自分たちは変わらないというスタンスでした。つまり、
ダイバーシティを推進するほど、特別に配慮・支援しなければい
けない人や部署が増えて大変なだけで、自分たちの意識は変わら
ず、マイノリティの方も気を遣ってしまう。だから、イノベーション
が起こらないという状況に陥ってしまいます。
　一方、先進的なダイバーシティ企業のアプローチでは、マイノリ
ティの方に限らず多様な社員のニーズを聞き、会社全体の制度や
働き方を見直すやり方をしています。例えば、テレワークや短時
間勤務であれば、子育てをする人だけでなく全社員が使える制度
にします。固定的な働き方をしている社員を含め、公正な評価を
できる仕組みをつくり、その仕組みの中で全社員の多様な働き方
や働きがいが増すきっかけとなり、既存組織の変革が起こります。
これが第1段階のイノベーションです。そして、新しく入った人に
対して同質化を求めず、異なるままに受け入れることがインクルー
ジョンです。ここで第 2 段階のイノベーションが起こります。

ダイバーシティ推進のタイプ

ダイバーシティという概念や言葉を用いて
カテゴリーを限定せずに取組を実施

ダイバーシティという概念や言葉を用いているが、
現在のところ、特定のカテゴリーのみに限定して
取組を実施

ダイバーシティという言葉を用いていないが、
特定のカテゴリーについて取組を実施

講演資料 P9

講演資料 P10

女性

88.5%

31.4% 26.5% 24.5%

ダイバーシティ推進の目的

　社会的責任を果たすためということももちろんありますが、優
秀な人材を確保し働きやすい職場にするという企業のリアルな
ニーズも見て取れます。

講演資料 P12
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講演資料 P13

　多様性の尊重、柔軟な働き方の促進・意識の醸成が、ダイバー
シティ推進において重要だと考える企業が多いです。そして、管
理職が適切にマネジメントできるようになることも重要だと捉えら
れているようです。

障がい者 高齢社員

69.2%
53.8%



3. アンコンシャス・バイアス

　アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）は、これまでの経
験の中で偏った見方や思い込みで勝手に判断してしまうことで
す。地域や職場においては、個人に対して直接聞いて確認でき
るのに勝手に決めつけてしまうことが、アンコンシャス・バイア
スにつながります。相手を「個」として尊重する姿勢が大事です。

講演資料 P16

講演資料 P19

講演資料 P20

職場で生じやすいアンコンシャス・バイアスの例

無意識の偏見に寄らないマネジメントの実践が必要
　働き方や役割が違う人たちが一緒になって働くためには、
「チームワーク」、「適切な仕事配分・公正な評価」、「自律的なキャ
リアへの支援」といった、多様性を前提としたマネジメントが大
切になってきます。以前は、時間制約がない社員が制約のある
社員の仕事をカバーしている企業が多く、今でもそういった考え
を持つ経営者や人事の方は少なくありません。また、前の時代の
ように戻れるのではないかと考えている方もいます。しかし、そ
んな時代に戻ることは二度とありません。これからは多様な働

き方が共存する組織のかたちしかありません。時間制約がある
人も成果を出すことができ、公正な評価がされ、キャリアアップ
につながっていく組織づくりが大事になってきます。

地域内のアンコンシャス・バイアスの払拭も必要

講演資料 P31講演資料 P31

講演資料 P32講演資料 P32

　かつては、女性は結婚・出産で離職するので、管理職として育
てない・採用しないという企業が多かったです。現在は辞めるこ
とはなくなりましたが、戻ってきた際に制約社員になるので以前
とは変わらない環境が多いです。この制約社員が活躍できる組
織への変革が重要です。
　組織・地域社会が変わることに加え、アンコンシャス・バイア
スを次の世代に引き継がないことが大事だと考えています。例
えば、女子高生の母親が自分の経験から就職の選択肢を狭め
るアドバイスをしてしまうことがあります。子どもに対して、諦め
なくていいのだよということを伝えていかなければならないと思
います。

　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という意識は、女性よ
り男性が強く、年代が上がるにつれ強くなります。性別と年代で
意識のギャップがあるので、このギャップを埋めていくことが大
切になります。子育て世代の考え方が柔軟になっても、親世代
や地域の方の意識が変わらないことにはアンコンシャス・バイ
アスは払拭されません。地域社会で考え方を育てていくことが
大切です。世代間の差は大きいですが、若い世代を中心に男性
が家事・育児を働きながら共に行なっていく意識が高くなってい
ます。そういったことを前提に働く環境を整えていくことが大事
だと思います。



ファシリテーター 分科会総合ファシリテーター、地域経済・くらし分科会アドバイザー
大学院大学至善館教授、有限会社イーズ代表 枝廣淳子氏

分科会振り返り・ワークショップの進め方の説明

　さまざまな立場、年齢、バックグラウンドを持つ方が集まって、
まちのビジョンを考えることにより生まれる多様性のパワーがあ
ります。多様性には 2 種類あり、1つは性別・人種・年齢・信仰
などによる「人口統計学的多様性」です。もう 1 つは、ものの見
方や考え方による「認知的多様性」です。
　まちのビジョンなど、答えが 1 つではない、計算では解決する
ことができない難題に取り組む際は、「認知的多様性」がより大

多様性（ダイバーシティ）のパワー 事になってきます。例えば、役場の職員だけでまちのビジョンを
考えると、どうしても同じような考え方になってしまいますが、今
回のようにさまざまな立場の市民が集まることで、さまざまな考
え方をビジョンに反映することができます。これからのワーク
ショップでも、自分にはない視点を持った人たちが同じグループ
にいるので、「なるほど！そんな見方もあるんだ」「それを組み合
わせたらこんなことができそう」など、それぞれのものの見方を
持ち寄ってワークをしていきたいと思います。

グループワークの進め方

それぞれのグループの
内容を1 文で書く
（ビジョンの文案）

STEP 3

各グループで、自分たちの
担当分科会で出ている意見を見て、

●複数の人が挙げているもの
●優先的に入れたいと思もの

をピックアップする

STEP 1 STEP 2

ピックアップしたものを
グループ分けする

ビジョンの文案の例
●魅力ある伝統文化や自然豊かな暮らしの中で、誰もが生き生きと活躍できる島（島根県海士町）
●海士の地域資源や人材を活用した経済活動で自立している島（島根県海士町）
●ライフラインを充実させ、地域全体で協力し、誰もが笑顔で安心して過ごせる里（熊本県南小国町）
●子どもたちの笑顔と未来世代の幸せを育むまち（北海道下川町）
●ことこと備えて助け合おうだ！！ - みんなで備え、支え合う町（徳島県上勝町）



意見のまとめ
　14グループに分かれ、これまでの分科会で出てきた意見のピックアップと、各意見をもとにしたビジョン文案の作成を行

いました。

自然との共生分科会  グループ1

●ひと・まちの活性化
●心も豊か、サイフも豊か

●地域の文化・歴史・伝統を大切に
●自然豊かで暮らしやすいまち

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・子どもの人数
・移住者
・若者
・人口
・子どもの遊び場
・公園

・交通機関
・モビリティ
・収入
・気仙沼ならではの仕事
・まちの魅力

・地域ブランド
・漁師
・漁獲量
・船の数
・自然環境

増えて
いて
ほしい
もの

・孤独死
・空き家
・空き地

・雑草
・耕作放棄地

・ゴミ
・獣害による農作物被害

減って
いて
ほしい
もの

・人とのつながり
・地域のつながり
・特産物

・おすそわけ文化
・食文化
・方言

・郷土料理
・自然環境
・泳げる川

変わら
ないで
ほしい
もの

自然との共生分科会  グループ2

●“海と生きる”気仙沼
●地産地消に取り組み

●地産地消、おすそわけ、地域のつながり、スローフードシティ
●住環境を整え子どもが生き生きと暮らせる

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・漁師
・漁獲量
・海を知る機会
・船の数
・農家（小規模農家）
・地産地消

・働く場所
・移住者
・若者
・子どもの遊び場
・子どもの人数
・公園

・人口
・モビリティ（移動手段）
・交通機関
・外（自然）で遊ぶ子ども
・自然エネルギー
・心も体も健康

増えて
いて
ほしい
もの

・空き地
・耕作放棄地
・獣害による農作物被害

・若い世代の流出
・空き家

・災害（異常気象）
・ゴミ

減って
いて
ほしい
もの

・津波への意識
・食の豊かさ、食文化
・地域のつながり
・おすそわけ文化
・お金だけじゃない豊かさ

・地産地消の取り組み
・スローフードシティ
・方言
・人とのつながり
・伝統行事

・四季を楽しむ
・気仙沼 ESD
・海や川の水質
・自然環境
・泳げる川

変わら
ないで
ほしい
もの



自然との共生分科会  グループ3

●自然と共生し、自然を楽しみながら過ごす生活を増やす
●地域の産業と食文化を守ることにより、地産地消に努める
●自然災害への意識を高めることにより、災害に強い町に努める
●町の魅力を高めることにより、観光客の増加を望む
●人口が増え、地域のつながりを保ち、固定観念、決めつけのバイアスはなくしてほしい

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・人口
・移住者
・人との交流
・働く場所
・収入
・子どもの人数
・子どもの遊び場

・子どもを見てくれる人
・若者
・公園
・自然と共生する酪農家の方達
・気仙沼の自然を楽しみながら
　生活する人々
・津波への意識

・船の数
・漁獲量
・漁師
・地産地消
・交通機関
・観光客、リピーターの増加
・まちの魅力

増えて
いて
ほしい
もの

・独身者
・ストレス
・固定観念、決めつけのバイアス
・格差、貧富の差
・維持費の高い公共施設
・若い世代の流出

・気仙沼の魅力を知らないまま
　出ていってしまう子ども
・空き家、空き地
・耕作放棄地
・獣害による農作物被害
・ゴミ（プラスチックゴミ、海ゴミ）

・人口的な食べ物
・災害
・この土地で作ったもの以外が
　流通すること
・輸入に頼ること

減って
いて
ほしい
もの

・地域のつながり
・おすそわけ文化
・人とのつながり
・水産業

・自然環境
・津波への意識
・農地農家
・泳げる川

・伝統行事
・方言
・クルーズ船
・食文化

変わら
ないで
ほしい
もの

自然との共生分科会  グループ4

●気仙沼の豊かな美しい自然環境を残し、自然を活かしつつゴミを資源として活用・循環させる（療法、エネルギー、畑）
●地元の人も、近隣の人も、移住者も、「ここで働きたい！」と思える魅力的な賃金・職種の仕事があり、
　「生涯ここで暮らしたい」と思える、本当の豊かな（スローライフな）生活を送れる
●気仙沼らしい人とのつながり、文化・景色・食が残るまち

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・地産地消の名物料理
・自然療法
・再生と自然エネルギー
・漁師
・漁獲量

・船
・気仙沼ならではの仕事
・働く場所
・人口
・若者

子どもの人数
子どもの遊び場
公園
交通機関（モビリティ）

増えて
いて
ほしい
もの

・ゴミ
・耕作放棄地

・獣害による農作物被害
・コンクリートの防波堤

・空き家、空き地減って
いて
ほしい
もの

・地域、人とのつながり
・伝統行事
・食文化

・おすそわけ文化
・方言
・気仙沼らしさ

・安波山から見た内湾の景色
・泳げる川
・自然環境

変わら
ないで
ほしい
もの



地域経済・くらし分科会  グループ5

●水産業を軸にまちの景色を守りながら、多様な働き方があり、多くの若者が安定した所得を得られるまち
●豊かな自然の中で、子どもたちが楽しく遊べるまち
●ゴミ、空き家、森林、エネルギーなど地域にあるものを資源と捉え、循環するまち
●充実した医療・福祉と公共交通、食と景観が貧富の差関係なく確保されているまち
●伝統文化を大切にし、まちの個性を守り、ふるさと気仙沼を愛する人がたくさんいるまち

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・子どもが楽しめるところ
・親子で遊べる場所
・子育てにやさしい職場
・子どもと一緒に老人も遊べる
　スペース
・保育園、幼稚園
・子どもの人数
・部活動の種類
・水揚げ量
・漁業がさかんなまち、気仙沼
・森林を管理できる人材

・林業に関わる人
・整備された森林
・若者
・人口
・ふるさとを好きになる人、愛する人
・自然の美
・芝生のある大きな公園
・街路樹と美しい歩道
・業種、職種
・若者が働ける場

・企業数
・所得
・税収
・病院、かかりつけ医
・個性的なまち
・公共交通
・安いスーパー
・100円タクシー
・エネルギーの地産地消
・リサイクル資源

増えて
いて
ほしい
もの

・気仙沼の魅力を知らないまま
　出ていってしまう子ども
・石油使用率
・空き店舗、空き地、空き家

・格差
・貧困家庭
・海ゴミ

・プラスチックゴミ
・ゴミ
・タバコ

減って
いて
ほしい
もの

・おいしい新鮮な魚
・水産物
・魚食文化
・自然の美しさ

・海、山、自然
・高い建物がないきれいな景色
・夕日、朝日が見える風景
・自然環境

・港の雰囲気
・豊かな海
・お祭りや伝統行事
・造船技術を生かした人材育成

変わら
ないで
ほしい
もの



地域経済・くらし分科会  グループ6

●うまいカツオが食べられる生鮮水揚げ47 年日本一のまちビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・部活動の種類
・人口
・若者
・シニアが働ける場所
・所得

・若者が戻ってきやすいまち
・若者が働ける場所
・大学
・水揚げ量

・雨の日でも子どもが遊べる場所
・親子で遊べる場所
・焚き火を囲んで好き勝手
　おしゃべりする会

増えて
いて
ほしい
もの

- 水質・環境の研究機関・大学
- 漁師の担い手育成
- 漁師の働き方改革

- 環境保全
- 全力ウェルカムおもてなし

- 仕組みをよりよく！市場
- おいしく消費、食べる

●子育て環境がよいまちとは？

- 親子で雨の日でも遊べる
- 地域で子どもを見あえる場がある

- 自然と触れ合える環境
-「子育てはこうあるべし！」の目がないまち

●若者が戻ってきやすいまちとは？

- 挑戦し続けられるまち
- 所得がある

- 仕事・働き方の多様性がある
- 価値観を尊重できる、受容の空気

●お祭りで盛り上がるまち

- みなとまつり
-マンボウサンバ

- 学生と一緒に運営・企画
- みんなで一緒につくる

- バカになれる

・ジェンダーギャップ
・空き家

・貝毒減っていて
ほしいもの

・景色
・モーランド本吉

・外国人の住みやすいまち
・みなとまつりと伝統行事

・海、山、自然
・おいしいカツオ

変わら
ないで
ほしい
もの



地域経済・くらし分科会  グループ7

●空き家やゴミを循環させ、森林資源を活用しながら再生させるまちづくり
●子どもたちがこのまちに魅力を感じ、戻ってきたくなるようなまちへ
●子どもも大人もみんなが元気に暮らせるまち
●安いスーパーなど企業誘致し、企業数を増やし、税収をあげる
●水揚げ量の増加によってさらに漁業のさかんなまちへ
●多様な働き方によって若者が働ける場所が増え、所得が増え、貧困家庭が減る

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・新しいレジャー施設
・個性的なまち
・フェアトレード
・循環
・森林資源を使う
・病院、かかりつけ医
・人口

・移住者
・若者
・親子で遊べる場所
・部活動の種類
・企業数
・業種、職種
・安いスーパー

・税収
・漁業のさかんなまち
・水揚げ量
・所得
・若者が働ける場所
・多様な働き方
・おもてなしの心

増えて
いて
ほしい
もの

・ゴミ
・空き家

・石油使用率
・薬の量

減っていて
ほしいもの

・お祭り
・伝統行事

・海、山、自然
・人と人とのつながり

・景観変わらない
でほしい
もの

・貧困家庭

地域経済・くらし分科会  グループ8

●多様な働き方ができ、所得・税収アップ
●性別・年齢、家庭環境に関わらず働ける
●資源の有効活用

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・森林資源を使う
・エネルギー
・地域循環
・人口
・若者
・外国人
・生涯活躍
・企業数
・業種、職種
・若者が働ける場

・子育てにやさしい職場
・副業
・所得
・個性的なまち
・地域ごとの多様な文化活動
・水揚げ量
・漁業がさかんなまち
・世界に開けている
・林業に関わる人

・地域にやさしい水産業
・子どもと一緒に老人も
　遊べるスペース
・子どもの人数
・保育園、幼稚園
・部活動の種類
・公共交通
・病院、かかりつけ医
・親子で遊べる場所

増えて
いて
ほしい
もの

・空き家
・石油使用率

・環境破壊
・ゴミ

減っていて
ほしいもの

・資源の有効活用
・おいしいもの
・新鮮な水産物

・魚食文化
・海、山、自然

・景観
・お祭りや伝統行事

変わら
ないで
ほしい
もの

●エネルギー、経済、ひと、資源の地域循環
●地域ごとの多様性



人間の安全保障分科会  グループ9

●地域の支え合い・助け合い
●健康いきいき
●いきいきと活躍できる
●意見を聞く雰囲気
●各世代の意見を活かす

ビジョン
文案

●地域の交流・つながり
●若い人などみんなの意見を聞いて取り入れる
●参加しやすい仕掛け・工夫
●笑顔

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・人口
・若者
・地域の子どもの人数
・健康な老人
・健康寿命
・動物、人間の病院
・病児保育できる環境

・雇用
・職種
・働く機会
・居場所
・現役世代の地域参加
・多世代交流
・さまざまな世代交流の場

・大学、専門学校
・学びの機会と拠点
・交通手段
・歩道
・バリアフリーな場所、施設
・買い物がしやすい
・水揚げ量

増えて
いて
ほしい
もの

・食の豊かさ
・文化施設
・挨拶
・おすそわけの文化

・歳祝い、物故祭
・伝統行事
・地域のつながり

・カツオ水揚げ量日本一
・まちを良くしたいと思う心
・美しい自然

変わら
ないで
ほしい
もの

・地域からの孤立
・貧困世帯
・不登校
・いじめ
・空き家

・古い忖度
・気仙沼に暮らしたくない若者
・空気の読みすぎ
・自分と違うものへの偏見

減って
いて
ほしい
もの

減って
いて
ほしい
もの

・ステレオタイプな考え方、
　決めつけた考え方
・性別ごとの役割、意識
・ゴミ
・海洋ゴミ

人間の安全保障分科会  グループ10

●子どもたちが安心して学び、遊べるまち合い
●誰もがゆとりを持って自分らしく暮らせるまち

ビジョン
文案

●おすそわけとおもてなしの心を育む、山を海に囲まれた豊かな自然
●世代を越えて助け合い、みんなが心身ともに健康なまち

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・子どもの居場所
・外で遊べる場所
・子どもの選択肢
・交通手段
・水揚げ量

・文化交流
・働きやすい職場
・障がいや LGBTQ+ への理解
・ゆとり
・自分らしく過ごせる

・人口
・地域の子どもの人数
・健康な老人

増えて
いて
ほしい
もの

・おすそわけ文化
・おもてなしの心
・気仙沼の自然

・地域のつながり
・人のあたたかさ

・伝統行事変わら
ないで
ほしい
もの

・不登校
・いじめ
・空き家

・最終的に処分できないゴミ
・貧困

減って
いて
ほしい
もの

減って
いて
ほしい
もの

・孤立
・地域、世代の壁



人間の安全保障分科会  グループ11

●子どもの笑顔と老人の健康を守って増やしていこう
●誰でも働ける・住めるまち
●気仙沼の自然を大事にして、海洋ゴミをゼロに
●外国に興味を持って、文化を学び合いながら人と人のつながりを増やしていこう
●障がいを抱えた子どもでも不登校の子どもでも、社会に参画できるまち
●既存企業と新規企業が融合して、新たな雇用の場を創出するまち
●高齢者が健康に働くことができ、平均寿命と健康寿命の差が少ないまち
●都市部に出た若者や女性がUターンして、地域で幅広い役割を持ち、活躍できるまち
●互いの文化を学び合い、いろいろな言語を使えて、子どもの笑顔が増えるまち
●本人の老後不安と家族の介護負担が少なく、貧困と孤立のないまち
●孤立・いじめ・貧困・老後の不安・経済問題のない、誰もが暮らしやすい場所
●地域のつながりを大切にし、子どもの笑顔が絶えないまち
●気仙沼の文化（おすそわけ・方言）を子どもたちに伝承する
●小さい頃から多言語に触れ、グローバルな人材を育てる
●観光（インバウンド）にも対応できる市民を育成する
●「気仙沼に帰ってきたい」と思わせるまちづくり
●給与を上げ、働きがいを感じる
●気仙沼の自然（海・山・川・星空）を守る意識を持つ
●若い人材・若手経営者の交流の場をつくり、空き家を活用した観光資源（交流の場）をつくる

ビジョン
文案

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・水揚げ量
・観光客
・病院
・健康な老人
・大学、専門学校
・交通手段
・バリアフリーな場所、施設
・障がい者雇用の場
・笑顔

・子どもの人数
・子どもの笑顔
・子育てに関わる施設
・子育て支援
・子どもの居場所
・居場所
・人口
・人と人のつながり

・外国語を学ぶ場
・互いの文化を学び合う
・外国人が職場になじめるまち
・多言語を使える仕事
・学びの機会と拠点
・既存業種とは異なる企業
・給与
・働く機会

増えて
いて
ほしい
もの

・介護の負担
・老後の不安
・空き家
・貧困

・孤立
・少子化
・いじめ

減って
いて
ほしい
もの

・景色
・モーランド本吉

・外国人の住みやすいまち
・みなとまつりと伝統行事

・海、山、自然
・おいしいカツオ

変わら
ないで
ほしい
もの

・海洋ゴミ
・最終的に処分できないゴミ
・災害



人間の安全保障分科会  グループ12

●息がしやすいまち
●住みよいまち

ビジョン
文案

●すべての人が笑顔になれる居場所（心のよりどころ）がある
●誰も取り残さない

・気仙沼の自然
・方言

・気仙沼の人情
・地域のつながり

・カツオ水揚げ量日本一
・まちを良くしたいと思う心
・美しい自然

変わら
ないで
ほしい
もの

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・子どもの声を聞く人、場
・みんなで子育てをする
　あたたかい空気
・子どもの人数
・障がいを持つ方の働き場所

・健康な老人
・居場所
・自然環境
・人口
・交通手段

・人と人とのつながり
・市民の地域参加
・分かりやすいお知らせ
  （やさしい日本語）

増えて
いて
ほしい
もの

・子どもの生きづらさ
  （貧困、いじめ、日常の悩みなど）

・最終的に処分できないゴミ
・空き家

減っていて
ほしいもの
減っていて
ほしいもの

・孤立

人間の安全保障分科会  グループ13

●自然を守り、公共交通機関を整備する
●働く機会が増え、賃金が増え貧困がなくなる

ビジョン
文案

●みんなでつくる気仙沼

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・交通手段
・バリアフリーな場所、施設
・歩道
・現役世代の地域参加
・健康な老人
・多世代交流
・動物、人間の病院

・弱さもみんなで共有できる場
・学びの機会と拠点
・水揚げ量
・働く機会
・賃金、給与
・職種
・多様性への理解

・1人ひとりの声を大事にすること
・居場所
・みんなが活躍できる場所
・病児保育できる環境
・子どもの人数
・人口
・笑顔

増えて
いて
ほしい
もの

・気仙沼の自然
・地域のつながり

・伝統行事
・おすそわけ文化

変わらない
でほしい
もの

・歩けない道
・処分できないゴミ
・貧困
・介護の負担

・孤立、孤独
・虐待
・いじめ

減って
いて
ほしい
もの

減って
いて
ほしい
もの

・空き家
・居場所のない子ども
・学ぶ機会がない子ども

●自分らしく



人間の安全保障分科会  グループ14

●山と海に感謝するまち
●地域がつながり、挨拶や文化（伝統）を大切にするまち

ビジョン
文案

・自然（海、山、里）
・食材

・地域のつながり
・挨拶

方言変わらない
でほしい
もの

▼ 過去の分科会からピックアップした意見

・水揚げ量
・漁業、農業従事者や後継者
・働く機会
・職種

・賃金、給与
・住民の主体性
・交通手段
・医療の選択、幅

・動物、人間の病院
・子どもの人数

増えて
いて
ほしい
もの

・海洋ゴミ
・孤立、孤独

・虐待、いじめ
・買い物難民

減っていて
ほしいもの
減っていて
ほしいもの

・生活困窮者

【番外編】新春スペシャル
　今回が新年 1 回目のサステナ市民会議ということで、「ありたい気仙沼の姿」を、現状に縛られずもっと頭をストレッチさせて考える
ということをやってみました。「もし皆さんが、全知全能の神様から、今とまったくかけ離れていても『こうあってほしい気仙沼』を実
現してあげる、と言われたら何を望みますか？」というテーマで意見を出し合いました。

・車を使わなくても生活できるまち
・プロ野球の本拠地に選ばれるまち
・教育無料
・草刈りしなくて済む環境
・誰もが「足りない」を言わないで
　生活できるまち
・空の気仙沼観光、飛行船の運行、
　船長となりガイド
・港の中に大小の船が浮かぶまち
・緑の木の中に穏やかな水面に
　黄色壁と赤い屋根の映える都市
・防潮堤がすべて魚をよせる岩しょう
　になる（アワビもつく、海藻が育つ）
・ゆりかごも棺桶も気仙沼産
・毎週金曜日は市民焚き火の日になる
・内湾で海のスポーツ（シーカヤック
　など）をしている人が1,000人以上
・生活が市内で完結できる（病院など
　仙台や石巻に行かなくていい）
・気仙沼タイムをつくる（4時～12時
　で仕事が終わる）
・市内一斉電気を消して星空を見る
　時間をつくる
・収入アップ→若者増加&結婚率
　アップ→子どもが増える
・自然が豊か

・災害がないまち
・行きたいときにどこにでも行ける
　（仕事やお金、家庭など考えずに）
・ひとりひとりが幸せをいっぱい
　感じられる
・学びたいことを学べる環境
　（大人も子どもも）
・1日3食すべて気仙沼産
・いつどこで会ってもお互いあいさつ
　をする気持ちよい気仙沼
・気仙沼のどこを撮影してもカレンダー
　になりうる自然がある
・誰でもスポーツのプロになろうと
　思えば頼れる場所と人がいる
・年を取っても外に出ることが楽しみ
　なまちにしてほしい
・気仙沼線を鉄道で復活させて、
　豪華寝台列車で全国から気仙沼に
　観光客を呼び込みたい
・まちが人々であふれる
・仕事も学びもグローバルに
・縄文時代 NEO（自然とともに生きる、
　争いがない、集団で暮らす）
・森（すべて自然に還る）
・豊田市の海 ver（海を柱に世界
　トップレベルの産業集積）

・津波だけオートバリア
・市全域に免震構造のある気仙沼
・リニアモーターカーで仙台～盛岡
　まで通学、通勤ができる
・税のない町
・学費、バス等の運賃が無料
・医療が無料
・気づいたら1年中市内にいてしまう
・市外のものを買うことが日本一難しい
・気仙沼 VC がある
・望洋が国内外のスタートアップや
　大学の研究者が集まるシェアオフィス
　みたいになっている
・気仙沼奨学金で海外留学 0 円
・外国人の起業家が生まれている
・アンカーコーヒーでアメリカ人と
　インド人と気仙沼人が打ち合わせ
　している
・海洋大学の設立（最先端の研究が
　そこかしこでされている）
・海に関するスタートアップなら
　気仙沼となっている
・子どもからお年寄りまで、すべての
　人がグローバルなつながりを
　持っている
・地元食材で作るみんなの給食



感想（一部抜粋）

・お店も食堂も食べ物はすべて無料
・ゴミエネルギーでホヤぼーやランド
・毎日わくわくして運動したい
・生まれてから死ぬまでお金の心配を
　しなくていいまち
・誰もが対等に対話でき、頼って
　頼られて安心できて、みんなが未来
　と今の人生にわくわくし、自分を
　抑えることなく生きられる
・全自動で生産できる気仙沼産の
　海産物
・市民全員が他者のために行動できる
・子育て費用全免除
・空港のあるまち
・働きたい人は働き、働きたくない人
　は趣味に没頭できる
・新幹線の駅がある
・健康の心配が一生ないまち
・仙台が首都になって衛星都市に
・市民全員スマホがなくても生身ですぐ
　コミュニケーションが取れる
・横浜港と並ぶ東北の商港になる
・町の至るところにどこでもドア
・石油を一切使わない暮らしができる
・前代未聞の未来に、市・企業・市民
　がみんなで探究して自分たちなりの
　一手を出し、それに向かって全力が
　出せるまち
・各分野の名医が集まっている
・1人当たりの所得が東京並み
・高齢者の倍、子どもの人口が多く
　活気がある
・大型フェリーが行き来し、
　すぐに遠くまで旅に行ける
・大学もあり、その他でもあらゆる
　教育や資格を受けられる
・震災前の街並みに戻してほしい

・やりたい仕事や好きな仕事が
　たくさんあるまち
・育児や介護が負担にならないまち
・生まれてから死ぬまで、誰もが幸せ
　だったと思える
・困ったり悲しんでいる人を必ず助けて
　くれる人がいる
・世界中、日本中から旅行者が集まる
・まちの人もおもてなしの気持ちで、
　地元の自慢の食・景色・なりわいを
　紹介してもてなす
・蛇口をひねるとモーランドの牛乳が
　出てくる
・食べたいときに鮮魚がすぐ食べれる
・ケガをしても病気でも、子どもでも
　大人でもどんな人でも夢を追えるまち
・自宅になんでも配達される
　市営ネットスーパー
・気仙沼で40 年労働すると死ぬまで
　気仙沼産の魚と米が配給される
・全家庭再生エネルギーシステム
・まち全体が地産エネルギーのみ
・自然の景色の中で生活ができる
・世界中の文化遺産にアクセスできる
・車のいらないまち
・遠隔でも診断してもらえる
・生まれてから死ぬまでみんな健康で
　元気な人ばかり
・子育て教育、仕事、福祉医療など、
　すべてが一流、生涯幸せに暮らせる
・気仙沼湾をボートレース場にして人と
　金を呼び込む
・災害に強いまち
・気仙沼市全域に交通網を発展
・ゴミを分別し、ゴミのない綺麗な
　気仙沼市に住む
・魚市場に水揚げされたものは格安

・地下にアスレチック
・朝でも夜でも子どもと遊ぶマンが
　無料で来てくれる
・誰でもどうぞ冷蔵庫（料理がある）
・気仙沼から市外の大学に通える
・車道を全部地下に
・お寿司横丁、フカヒレ横丁など、
　じっくり食べて楽しめる商店街
・防波堤に有名な画家が絵をたくさん
　描いて芸術的な港町にする
・市全体がウォークラリーの場になる
・一家に一台ドラえもん
・午後は仕事しちゃダメ
・市民全員に1人1つ好きな建物を
　建てられる権利がある
・賃金 No.1、住みたいまち No.1
・気仙沼の方言が世界で通じる
・犯罪ゼロ
・自然とテーマパークの共存
・車がなくてもどこにでも行ける
・車が空を飛ぶ
・気仙沼でサッカーワールドカップなど
　の世界的スポーツ大会実施
・すべての買いたいものは気仙沼産で
　安く買える
・油田発掘により財政豊かなまち
・いじめやハラスメントをされたみんな
　に助けが必ず来てくれる
・バリアフリーの住宅（食事付き）
・すべての人が老衰で死ぬ
・全員が全員を愛しているまち
・永久に平和な世界
・ホヤぼーや型のフェリー
・どこを見ても視界にホヤぼーや
・まちが飛行機になっていて陸ごと旅
　ができる

・みんなこのまちをよりよい未来をつくっている・つくっていく
　仲間だと思い、心強い気持ち
・新春スペシャルが楽しかった。「方法論」を脇においた
　アイデアってなかなか出ないと思った。ストレッチになった
・豊かに生きるために働き方、時間の使い方が大事だと思った
・講話がとてもおもしろかった。男性も女性ももっと
　生きやすい社会になりますように
・多様性を実現するためにさまざまなヒントを得られ、
　そのために何が必要か整理ができました
・多くの方と接し、いろんな考えを聞けてワクワクが増えた

・グループワークでは皆さんの熱い思いを共有できてよかった
　毎度気づきがあり、新鮮な気持ち
・自分らしく活躍できる社会をつくるために、企業として考える
　べきことやそもそもの考え方を学ぶことができた。バック
　キャスティングが思ったより難しかったが楽しかった
・今までで一番自分の思いを伝えることができた
・1～3回まで続けて必要なキーワードが見えてきた。
　小さくても大切な意見を漏らさず残す大切さを感じました
　いろんな目線でのさまざまな意見が出ていい分科会だった
・まちの将来を考えるのが楽しくなってきた


